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市民派・チームみらい 
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令和４年度予算に反対。 

浅野市長の新年度予算への

思いに違和感です。 

『真に必要な事業かを精査

し、小規模のイベント等は思

いきって廃止または集約。 
着実に推進してきた新庁舎

建設や、新特別支援学校、 

市民公園リニューアル整備事業を見直し 今ある自然を守り  
最低限の補修に留めることを求め質問！ 
大地に深く大きく根を張ってきた街の大木。 
樹木は水と空気の循環を担っています。 
街にこそ大木が必要。多くの歴史的な樹木 
を守ることが大前提です。 
●質問：樹木の保全処置及び健康観察の実施と管理記録は。 
△答弁：日常的に目視観察。安全性、防犯性を考慮し、やむを
得ず伐採もある。管理記録は公園管理の過程で行っている。 

＝＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝＝  
●質問：市民公園は「このままでいい」という声は反映してる？  
△答弁：ウェブアンケート 810 名の幅広い世代の声を反映。 
古川意見：日常の暮らしの中に市民公園がある人たちの声が
届いていません。※パークリノベミーティングの皆さんとつなげ
て下さい。※リニューアルに向け主体的に関わる市民の集まり 

  ＝＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝＝＝ 
●質問：最低限の補修で約３億円、最高の整備水準で 1３億
円の試算。いつ、どこで、誰が決めるのか。 
△答弁：決まっていない。適切な時期に議会に諮る。 
  ＝＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝＝＝ 
今ある自然を大切にしていきましょう。そして、公園の活動を通
して「負う責任」について考える人を育む。そんな自然を守り、
人を育む公園であるための仕組み作りに期待します。 

5 歳～11 歳新型コロナワクチンと 
HPV ワクチンの予算に反対！ 

●健康な５歳～１１歳の子どもたちは、コロナに感染しても重症化することは
ほとんどありません。また若年層はワクチン接種後の副反応被害や心筋炎、
死者の報告が多く、リスクとベネフィットを考えると健康な５歳～１１歳はリスク
が高いと考え、 小児の接種の必要性を感じられず反対。 
●国の方針に基づき、積極的勧奨としてHPVワクチン接種が再開。しかし現
在も副反応被害に苦しむ方たちが接種勧奨を再開しないよう厚労大臣に要
請書を提出しています。HPV ワクチンの安全性、有効性についてはまだ不安
があり、この予算に反対。※子宮頸がんはヒト・パピローマウイルス（HPV）の感染が要因。 
● 『５歳～１１歳新型コロナワクチン接種券一律送付停止を求める申入書』
2 月 24 日に市民有志の会から 140 名の署名を添え市長宛てに提出。 
（２５日中日新聞報道） 
① 同調圧力になりかねない、積極的な勧奨（接種券一律送付）は見直し。 

② 国の情報は不十分です。事実に基づく必要不可欠な情報提供を求める 

議会で回答を求めました！ 
☆市の答弁 
・小児の接種券が早く欲しいとの声がある。 
・希望者の接種を受ける権利を守る義務がある。 
・一律送付で等しく「情報」が伝わる。 
・申入書に対して改めて回答する予定なし。 

新特別支援学校は、教職員は約１００名 その他の職員を含め
１７０人の人材が必要。 
開校に向けて、思いのある若い世代の抜擢、人材の確保と人材
育成が不可欠です。 
●質問：市内教職員に新特別支援学校勤務の希望をとるか。 
△答弁：これまでも各校長が面談の折に希望を聞いている。 
  ＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝ 
●質問：若い世代を巻き込み、特別支援教育への思いのある
人材で準備チームを作る考えは。 
△答弁：現在の組織を活かしながら、多くの方の協力を得てハ
ード、ソフトの整備を進める。 
 ＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝ 
●質問：建設費用と維持管理費用の見込みは。 
△答弁：建物規模は当初の想定より３割程度大きくなる。 
建設費用は、まだ示せないが基本計画より上振れする可能性
あり。維持管理費は検討中なので示せない。 
                                 

 
 
 
                                 

                                  

市民公園リニューアル整備事業見直し 新特別支援学校開校までの課題 

新総合体育館などの大規模ハード事業は、各務原市

百年の大計として引き続き着実に推進します。』  

真に必要な事業とは、大規模な箱ハコ物建設ですか？ 

コロナ禍の影響は、経済、地域のコミュニティ、子ども

たちの教育環境、各分野に大きなダメージを与えまし

た。『明日へつなぐ みんなに優しい予算』であるなら

ば、地球に優しく、未来につなぐために、環境や農業へ

の十分な予算が必要です。 子育てや教育において

も、ICT 環境や施設整備のハード面の充実だけではな

く、子どもたちの声を聞く大人の数を増やし、 現実の

課題の本質を見極めるための改革を本気で行う必要

があります。ハード面の事業が目立ち、バランスが悪く

問題です。下水道料金の値上げも優しくないですね。 
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接種の判断に必要な情報をまとめ

た動画です。参考にして下さい。 


